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三陸には、さんりくの園があるから
安心といわれる
｢地域密着サービス｣の充実を目指して

の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
の
構
築｣

に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い

　

私
た
ち
法
人
は
利
用
者
皆
様
の
満
足

度
の
向
上
の
た
め
の
行
動
と
仕
組
み
を

構
築
し
、｢

利
用
者
皆
様
の
安
心
と
そ

の
人
ら
し
い
生
活
が
出
来
る
温
か
い

ホ
ー
ム
づ
く
り｣

を
基
本
姿
勢
に
し
て

　

第
70
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

（
主
催
：
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
・

岩
手
県
共
同
募
金
会
）
が
11
月
１
日

に
岩
手
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
社

会
福
祉
関
係
者
等
、
約
１
，
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
物
故
社
会
福
祉
事
業

関
係
者
追
悼
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た

後
、
永
年
の
功
績
を
称
え
、
里
親
２

組
、
個
人
３
４
７
人
、
26
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は｢

助
け
合
い
の
社
会｣

と
題
し
、作
家
・

大
学
教
授
高
橋
源
一
郎
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
７
年
目
を
迎
え
た
中
で
、｢

豊
か

な
福
祉
社
会
の
実
現｣

の
た
め
、
大
会
宣
言
を

採
択
し
、
閉
会
し
ま
し

た
。

大
会
宣
言

一
、
被
災
者
や
、
制
度

の
狭
間
で
困
窮
す
る

人
々
が
抱
え
る
様
々
な

生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
、
公
的
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
な
ど
に
加
え
て
、

住
民
の
主
体
性
に
基
づ
い
た
活
動

や
、
福
祉
に
関
わ
る
事
業
者
の
連

携
協
働
の
下
に
、
世
代
や
分
野
を

超
え
て
つ
な
が
る
新
た
な
支
援
策

を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

一�

、
福
祉
教
育
の
推
進
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
な
ど
を
通
じ

て
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
の
機

運
を
醸
成
し
、
災
害
に
も
備
え
た

安
全
安
心
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
を
促
進
す
る
こ
と

一�

、
福
祉
・
介
護
人
材
の
養
成
・
確

保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
一�

、
福
祉
分
野
の
み
な
ら
ず
、
医
療
・

保
健
・
教
育
・
労
働
な
ど
、
多
種

多
様
な
分
野
の
組
織
、
機
関
等
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
よ
り

効
果
的
な
活
動
の
展
開
に
努
め
る

こ
と

一�

、
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
組
織

統
治
の
強
化
と
、
地
域
に
お
け
る

公
益
的
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む

こ
と

い
ま
す
。
行
政
・
地
域
・
住
民
と
一
緒

に
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
介
護
職
員
の
人
材
不

足
、
介
護
報
酬
の
減
額
等
や
高
台
移
転

に
よ
る
借
入
金
償
還
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て｢

自

分
ら
し
い
生
活｣

が
継
続
で
き
る
よ
う
、

寄
り
添
い
、
や
わ
ら
か
い
ケ
ア
を
し
て

い
き
ま
す
。

と
共
に
受
賞
を
喜
び
た
い
と
存
じ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
全
施
設
が

全
壊
し
、
再
開
さ
れ
る
ま
で
大
変
ご
苦

労
を
な
さ
い
ま
し
た
が

　

地
域
の
方
々
の
多
大
な
ご
協
力
を
は

じ
め
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
津
波
の
心
配
の
な

い
高
台
に
全
事
業
を
新
築
移
転
す
る
こ

と
が
で
き
、
平
成
26
年
か
ら
順
次
全

サ
ー
ビ
ス
を
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
後
、
同
月
に
大

船
渡
市
社
協
Ｙ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
に
仮
事
務

所
を
設
置
し
、
訪
問
系
事
業
を
再
開
し

ま
し
た
。
同
じ
く
８
月
に
越
喜
来
地
区

で
休
業
中
の
旅
館
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
教
訓
や
介
護
事
業
を
展

開
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
知
識
と
経
験

の
蓄
積
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
活

か
し
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
か
ら｢

三

陸
地
域
に
は
、
さ
ん
り
く
の
園
が
あ
る

か
ら
安
心｣

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
懇

切
丁
寧
・
誠
心
誠
意
の
姿
勢
で｢

地
域

平
成
29
年
度
全
国
社
会
福
祉

大
会
長
表
彰
受
賞
の
喜
び
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

社
会
福
祉
法
人
三
陸
福
祉

会
は
旧
三
陸
町
初
の
介
護
老

人
福
祉
事
業
団
体
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
旧
気
仙
郡
二
市
二

町
で
福
祉
施
設
が
な
い
の
は
三
陸
町
だ

け
で
、
平
成
４
年
に
旧
三
陸
町
が
主
体

と
な
っ
て
法
人
を
設
立
し
、
平
成
５
年

度
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ん
り
く

の
園
、
さ
ん
り
く
の
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
等
を
開
所
し
ま
し
た
。

　

以
降
、
訪
問
介
護
、
居
宅
介
護
支
援
、

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
な
ど
を

順
次
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
開
設
当
初

は
公
設
民
営
の
施
設
で
、
県
か
ら
の
補

助
金
を
除
く
全
額
を
旧
三
陸
町
が
負
担

し
て
い
ま
し
た
。

　

開
設
か
ら
25
年
。
当
初
か
ら｢

地
域

と
あ
な
た
と
共
に｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

介
護
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
明
る
く
笑
顔
の

あ
ふ
れ
る
楽
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
の
皆
様
方

平成29年度
全国社会福祉大会長表彰

社会福祉法人　三陸福祉会

山田 林 理事長
　1999 年に施設長（理事）に就任以来、
地域の少子高齢化等による在宅介護ニー
ズの増大に応える。2011年の東日本大震
災津波で施設は全壊し壊滅状態となり、
2012 年に理事に再任。施設、法人の再
建に取り組み、2014 年に施設移転再開
等、法人・地域介護サービスの向上に努
める。
　地域密着型サービスなど制度上、新し
い事業を実施し、認知症高齢者への対応
など、地域住民が安心してサービスを受
けられるよう運営を行っている。
　岩手県高齢者福祉協議会沿岸ブロック
（福祉協議会）会長、岩手県高齢者福祉
協議会会長及び副会長を務め、要職を
歴任。団体発展に貢献した。県社協評
議員、岩手県社会福祉協議会社会福祉
法人経営者協議会幹事を務め、岩手県
内の福祉推進に尽力、貢献している。

岩手県社会福祉大会開催




